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災害に対する
地域防災力を高めるには



仮説
災害に対する意識調査を実施して、
意識が足りない部分を明確にし、

私達がその部分を市民に呼びかけること
で、意識が向上し、被害の軽減に

つながるのではないか



〜アンケートの結果から〜

回答してくれた人の3人に2人が

避難場所を決めている。

⇒知識がある

⇒通信障害が起こっても

避難所で待ち合わせができる



〜アンケートの結果から〜



〜アンケートの結果から〜



秋田県の過去の災害データ



湯沢市ではあまり発生していない

東日本大震災
をもとに考察した





グラフの結果から

・死亡者は年齢が高くなるほど増加している。

・０歳~２９歳の若い年代では約１４００人もの命
が失われてるが、比較的少ない



グラフの考察

被害の対策として

・高齢者を速やかに避難させること

（⇒素早く避難できる、被害者数を減らす）

・高校生、小中学生に防災の知識をもたせる



小学生向け、中学生向け、高校生向け
のポスターやマニュアルを作った



小学生向け
クイズ



中学生向け
ポスター



高校生向け
マニュアル



提言

災害に対する正しい知識を持ち、

高齢者の避難に貢献できる人材育成

のために学習段階に応じてクイズ、

ポスター、マニュアルを作成して、

教育に取り入れる。



ご清聴ありがとうございました


